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　　　　　　　　　第 1 章　緒　　論

　　近年 カ テ
’
コ ラ ミ ン （以下 CA と記す る ）の 定 量 法に 急

　速 な 進歩が み ら＊LV）一，）， 加 えて ラ ジ オ ア イ ソ トープ の 利

　用
7）8），細 胞化学的研 究方法 の 進歩 ；）　A’12）

或は電子顕微鏡

　の 応用 な どに よ り
1砺 1略） CA の 生 体 内 に お け る代 謝経路

　並 びに こ れ に 関与す る酵素系の 動態や 生 体 内の 分布状態

　が 解 明 さ れ・相 次 い で新知見が 発表 され っ つ あ り
・6｝− 2・），

今 日 医学 領城 に お い て こ れ程基礎的臨床的研究の 協調に

　よ る進歩が要求 され て い る 分野はぼ か に は 少 い と思 わ れ

　 る．

　　尿 中に CA の i非泄 さ れ る こ とは10数年前 か ら H 。lt。

et　al22
’
や Euler 　 et　 atrs） らICよ り証明 され ， 現今では

亀 早 や 常識 とな っ て い るに もか か わ らず ， そ の 生 理 的並

び に 病的状態下 の 分 泌機転やpa・trの 肩廿駆物 質或 は代謝産
物 の もっ 意義，翼 は そ れ らの 相互 関係な どに っ い て は不

明 な 点 が 叢だ 多 い．

　
．
臨床面で は副腎外科の 発達と相

’
まっ て　Phe   hromo −

¢ yt・m ・ の 診 断
2”

の
．
目的 夊 は 高 ：血圧 に 対す る検索

…

或 ぽ
・モ ノ ァ ミ ン オ キ シ ター

ゼ 阻害剤 の臨床応用
2G ）N2E〕

などを

．見る に 至つ て い る が ， 未 だ前途に 山積す る問題が 多 く，
こ の 面 に お ける研 究 は未 だ 黎 明 期 に あ る と云 わ ざ る を得
な い ．特冬産婦入科領域 にお け る報告ぽ 極 め て 少 い ．

　 他方か っ て の
．Cannonや ・Selyeに よ る ス トレ ス に 対す

る考え方 も富1∫腎 の 髄質や皮質の ホ ル モ ン 定量法並 び に 自

搾 神 経系の 研 究 の 発達 に よ り更に 再検討が 加 え られ
一
J
−
　 、、

あ る の が現況では
・
な い か と思 わ れ る．

　 私 は 前 回主 と して 婦 入 科領域 に お け る尿 中Adrenaline
て以 下 A と略ず ）及 び Noradrena 髄 e （以下 NA と略

す）分泌 の 意義 に つ い て ，特 に 性 ホ ル モ ン との 相開性 な

、ど に っ い て 研究報 告 した b：SU］，他面．産科領域 に お い て

免 妊娠 中毒痙 ， 異常陣痛ある い は 弛緩性 出血 な ど CA の

分 泌 と直接間接に 何 らか の 閧連を 有す る の で は な い か と

思 われ る場 合が 甚 だ 多 く。よ つ て今 回 こ れ らに 関連 して

録 中A ．．NA を 測定 しい さ きか みる べ き 知兜をえ た と信

ず るの で 以 下モの 成績を報告す る．

　　　　　第 2 章 実験 方法及び実験材料

　　第 1 節　尿中 A ，NA の 測 定 方法

　　尿 中A 及び NA の 測定 は Euler らの 方法
1》 に 基ず い

て 行 つ た が，こ の 方 法に よ る特異性 や 正 確度に つ い て ぽ

種 々 の 吟味 が 必要で あ り，詳 細 は 著者の 前報に 記 した 29 ）

の でこ こ で は 省略す る ．

　 第 2 節 実験材料

　 当科 に入院 し手 術夊 ぽ レ 線 照 射 に よ り去勢 さ れ そ の

後，相当時 口 を経 て 平常状態に 戻 っ た い わ ゆ る ス トレ ス

か ら解放 さ れ た 状態下の 思者 （16例），産科手術を受 け た

もの （7例），正常妊 ， 産 ， 褥婦 （24例 ），そ の 他健康看護

婦 な どの 尿 を材 料 と した ．蓄尿瓶 に は 予め濃塩酸 を少 量

入 れ て お き， 蓄尿巾もで き るだけ冷暗所に 保存 して OA

の 分解 を さ け る よ うに っ と め ，実験 は主 と して 秋 か ら冬

に か け て行 つ た．

　　　　　　　　第 3 章　実験成績

　第 1 節　去勢婦 人 尿巾 A
，
NA に 及ぼ す種々 ホ ル モ ン

の 影 響

　私 は 前 回 Estradiol　benzoate，　Estrio1，或 は Testost．
erone

　propionate な どの 投与が 去勢婦入尿中 A ，NA 値

に 及 ぼ す 影響 に つ い て 報告 した が，今 回 ｝ま Progeste．
rone

，　Protejn　 anabOlic 　 Steroids（Durabeline 及 び 4
Chl・r ・t・st・・t… ne 　acet ・t・） ・k どの 作用 に っ い て 実験

し次 の 結 果 を得 た．

　 （1） Progesterone投与 の 影響

　去勢婦入 に Progesterone （Proluton，　 Deutsche 　Sc−
hering） 1 日 1 回 10  を連続 して 3 臼間注射 し，そ の 前

後並 び に 攤 中の A ，NA の 変 動 を み，第 1表 及 び 第 ユ

騨の 成績 を えた・ す な わ S ，術 前邂 100 と した 場合

の 指数 で そ の 変動を み ると，A は 3例平均で第 2 日 に

ユ03．6で最 高値 荏，第 3 日に 95。3で最低値 をそ れ ぞ れ 示

し ， NA は第 3H100 ．9で最 高値，第 2 日 95．8で最低値

を示 した ．こ れ を個 々 の 場 合 に っ い て み て もほ く明 らか
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　　　　　NA に 及 ぼ す 影 響
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第 2 表 及 び 第 2 図　Proluton （20mg× 3 回 ）投

　与 ［
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な よ うに
一

定の 傾 向 を認 め る こ とは 151 来 な か つ た が ，た

x
’
健康人 に 比 し 日差変動 の 程度 が A ，NA 共に 比 較 的 少

力・ つ た よ うをこ 思わ れ る・

次 1｝こ P ・・geste ・・n ・ の 投 5 量 を 2 倍 （即 ち P ・・1ut°n

lro

ノ躍

臨醗 詞諮

目．．　 ’ 日　〜皀　 3日　 篠

1 日 1 回 20mg：） と し尿 中 A ，NA の 変動 を，日々 の 基礎

体温 （
．
BBT ） と夫 に 観察す る と第 2 表及 び第 2図の 如

き概 畝 た．畝 わ 嗹 日 3 醐 投 与 した 4 例
．
の 平均

値 を観 li値 ta
” 1D〔〕と レ 齢 る とAl．・蒲 1 附 94・5・ij　2

口 は 101．8第 3 口 ｝よ95．6，術 後 102 ．5，NA は 第 1 日は

101．9，第 2 口 は 104．9，第 3 日 は 96．T，術後 105．1と

い う結果 を見10mg投．与の 場 A とほ ゴ 同様に A ，NA 彡萇に

比蜘 渡 懿 炒 く，P ・・9・・ter ・n ・ 増加 の 嫐 こ 訊
．’て も

身体 的 状態 は 比 較 的 平温 に 経過 す る こ とが うか が われ．

た ，ま た BB 〕eは 1例 を 除外 し．， い ずれ も程度は 異 な る

が ．L昇 の 傾向を 示 した．

　 （2）　蛋 自 同化 ス テ 卩 イ ド投与の 影響

　 （i）19−。 ・・t・st・・ter。・ ・ pheny1P ・。pi・n ・t・ 撚 の．

場 ・舒　 anabolic 　Steroids と して 近侍注 目 さ れ 臨床的 ：に

応用 さ れ つ つ あ る Durab ・lin（19−n 。・t・・t・ ster ・ne 　phen 一

N 工工
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り

ylpropionate ） を 1 日 1回25mg宛隔 日に 3 回 去勢婦人 に

投 ケしそ の 前後 並 び に 投 与中の 尿中 A ，NA の 変 動 を観 察

した （第 1 表 ， 第 1 図）．こ れを投与前値 を 10Gと した場

合 ， 3例平均で A は 第 2 回投与後最高で 109．7を示 レ，

第 1 回 目投与 後最低で93．5を示 し，NA は 第 3回 目最 高

106．3
， 第 2 回目88．4で最低値 を示 した．そ の 結果 は 著

明 な 変 動を見 る こ と は で きな か つ た ．

　 （ii）4−Chlorotestosterone　acetate 投与の 場合

　Dulabolin と同様 の Protein　anabQlic 　Steroidsで あ

る　　4−Chlorotestosterone　acetate 　を 1　ロ ユ 匱110鰹ζを連

日 3 日 間去勢婦人 に 投与 し，そ の 前後及 び 投 与 中 の 尿

中 A
，
NA を測定 しそ の 変動を観察 した （第 1表 ，第 1

図）．術前値 を 100と して そ の 変動 を み る と3 例平均でA

は 最高第 1 日 目 104．2，最低第 2H 目91．7，　 NA は 最 高

第 1 日 目 110．4，最低第 2 日 目90．3で あ り同様 こ れも特

異 な 変動 を認め る こ とはで きな か つ た．要す る に 同 じく

Androgen 群で あ つ て も Anabolic　Steroids　llま Testos −

terone　propionate な ど と異 り A ，NA の 分泌 を 抑 制 し

な い 印象 を う けた ．

　 （3）　合成一〇xytocin 投与 の 尿申 A ，NA に 及 ぼ す 影

響

　du　Vigneaud3°）31 ）
らに よ り 蛋 白 体 ホ ル モ ン として 合

成 に 始 め て成功 した Oxytocin（Syntocinon ）を 投与 した

場合の 尿 中 A ，NA に 及 ぼ す 影響に つ い て 実験 しes　9 表

の 如 き成績 を得 た ．即 ち尿中 A
，
NA の 投与 前値 を 100

と して 正常成熟婦入 に Symtocinon 　5国 際単位 を 静注 し

た場 合 に つ い て み る と，投与 に よ りA は 85．7とな りほ 望

正 常 範 囲 内 で は あ る が 幾分抑制 の 傾 向 を 示 し ， NA は 明

らか に 増加 を認 め た も の も あ る が 投与 中 平均 104．3で 著

明 な 変動 が 見 られな か つ た．

　同 様去勢婦人 に 　SymtocinOn を投与 した場合 の 尿中

A ，NA の 増減を 見 る と （第 3表）A は平均 91．4で非去勢

群 に 比 し抑制傾向が 僅少に 思 わ れ ， NA は平均 106．1で
一一
定傾向は認められなかっ た．

　第 2 節　産科手術 前 後に お ける 尿中 A ，NA の 変動

　 （尿中 A ，NA の 変動面か らみ た 婦人 科 手 術 侵 襲 と産

科手術侵襲の 比較）

　婦 入科 領 域 に お けろ 手 術前 後 の 尿中 A
，
NA の 変動 に

つ い て は 前回そ の実験報告 を した の で
29 ）
今 回産科手術時

に お け るモ れ らの 事 項 に つ い て 検索 し，尿中 A
，
NA 値

の 変 動面 か らこ れ ら両者 の 手術侵襲度 を比較検討 した．

　産婦人 科領域 に お け る各種 手 術 の うち広汎子 宮全剔除

術 を 除けば ， 腹式帝 王 切開術 の 侵襲度 は 切開創の 大 き

さ ， 出血 量 の 多 さ ， 蝮腔内の 操作 程度 あ るい は腹圧の 点

第 3表 　Syntocinon 投 与 の 尿 「卜A ，NA 値 に 及

　　　　ぼ す 影響
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非

去
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十 5．9
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0．8110 ．6。 ＋22．7

な どか らみ て も可成な 大 きい もの とい わねばな らない．

にもか か わ らず 術侵 の 回 復 は 比較的速 か に か っ 平滑 に 経

過す る こ とは赤須 が 共同研究者 との 結果 か ら論及 して い

る
S！）

よ うに 妊体 に はすでに 大量の 副 腎 皮質ホ ル モ ン が充

満 して い る た め か と考 え られ る．同様 な こ とは 妊 娠 中 の

第 3 図　 婦 人科 手 術 侵 襲 筋後 の 尿 中 Adrenaline

　　　 Noradrenline 値 の 変動 （術 前値を 100

　　　　と し た 場 合 ）

40ρ
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2vo

手

仞
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第 4 表 　 各種 産 科 手術 前後に お け る 尿 中 A ，NA の 変 動

Adrenaline （μg！hour）

塵 喇 罅麟 術 前 値
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．
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o．13
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（　128．4）　（85 ．7）
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．
（　】43 ．5）（　190．3）

0，96　　　　1．30

（ 1・9・1）i（147・7）
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］．1〔〕

（125．0）

0．84

（63，6）
］．72　　　　］．44　　　　0，84

（　212．3）
．
（　140．7）1（　103．7）

0．98　　　　1．40　　　　1，74

（　140．0）…（　200、0）（　246．8）

1．71　　　　1，86

（　121．3）（　131，9）

1．36　　　　1．49

（　183．8）1（　201．3）

1，96

（ 139．0）

〇
二
57

（77．0）

O．84 　　　　0．5σ　　　　D．72　　　　0，而
一『

（エ35．5） （95．1）
O．70

0．66
（79，5）

1，07

（5D，0）　　（81．0）
1．46　　　　1．02

（180．2）
1．08

（154．3）
2．02

（ 156．0）

（125．9）

1．40

（200．O）

1．99

（ 141．1）

1，09　　　　0．72

（　147 ．3）1　（97．3）

（　116．ユ）（　112．9）
0．91　　　　0．72

．
（ユ03 ．4）
o．75

（56．8）
0．63

（77．8）
0．90

（ユ28．6）

（81．8）

O．85

（64．4）
0．58

（71．6）
0．76

（108．6）
1．35　　　　1．74

（95．7）　（　123．4）
〔）．96　　　　0．90

（29．7）　．〔　121 ．6）

虫 垂 切 除 や ， 卵 巣 嚢 腫 剔 除 な どに も云 い 得 る よ うに 思 わ

才！る．か よ うな 課題 に つ い て の 臨床的研 究 は 極 め て少 い

の で，私 は 婦人科及び産科手術前後 の 尿中 A ，NA を経

日 的 に 測 疋 比 較 検 討 した．

　第 4 表 は そ の 結 果を 示 し，第 4 図 は maftの 手 術例の 術

前 値 を 100 とした 場合 の 変動を示 した．こ れ らを各 日毎

に 平均 して み る と，A ，NA 共， 術後24峙間で 最 高 値 を

認 め 夫 k171 。5， 22B．8と な り，婦 人 科 手 術 に お け る 最

高値 A ： 18T．4，　 NA ： 291．7 と比 しい ずれ も低値 で あ

る こ とを知 っ た ． そ の 後 A ，NA は速 か に 減 少 し 5 〜7

U 頃 か ら正 常値 に 回 復す る．図表 で明らか な よ うに，産

科手 術 後 に お い て も，そ の 最 高値 は 夫 ／〈 の 手術侵 襲度 の

」てき さ に 応 じて可成 り高値 を示 す こ とは 婦人 科 手 術 の 場

合 と殆 ん ど変りな い も の と思われ る．特に 帝工切開術な

ど で は，日常 多 い
一

般 婦 人 科 手 術 な ど よ り　 A ，NA 共 に

高値 を 示 す 杢の 毛あ つ た が ， NA 値 が 或 稈 度 まで出血 量

に 平行 関係 の あ る こ とか 1・）ZD ）

考 え れば了解 し得 る とこ ろ

で あ ろ う．又 い ず れ の 場合も特 に NA の 消退が 速 か で ，

婦人 科 千 術 で は 五 A の ピー
ク が 術 後 3 日頃 に あ つ た の に

比 し （第 3図参 照）産 科手 術では 術後初め の 第 1HR に

認 め られ ， し か ち そ の 程度が軽 い とい う事 実 は 両 者 の 相

違点 と して 認 め ねば な らない と思う．
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第 4 図 　産 科 手 術前後 に お け る 尿 中A ，NA の

　変動 （術 前 値 を 100と し た 場 合 ）

〜oo

／00

村 　 上 1019− 19

に よ り述 べ られ て きた
33 〕34 ）

とこ ろで あ る，こ の 問題に っ

い て尿中 A ，NA の 変動 面 よ り原は 既 に 報告 して い る
35 ｝

とこ ろ で あ る が，私も妊婦尿中 A ，NA を測 定 し，妊娠

全期 に つ い て 追 究 し第 5 表の 結果を得た ．即 ちほ ゴ正常

妊娠 と思われ る 11｛列をみ る と A ：L68 μg！day 〜5．28糾g！

day ， 平均2．85μg／day，　NA ： 14．25 μg！day 〜31．6B μg！
day

， 平均ユ8．51 μg！day で 過半例 に お い て は A ，NA 両

者 共 正 常 範 囲 内の 値 を 示 して い る が 妊娠月数が進むに つ

れ て共 に幾分 増加 の 傾向を思 わ せ た ．早期妊娠 中毒 症 の

第 5 表 　妊 婦 尿 中 A
，

NA 値

　　　　　　　　　＊ 印 ： 中 毒症 患 者

氏 　　名　 年　令 妊 娠月 数

M ．s．

Y ．T ．

Y ．Y ．

T ．A ，

K ．K ．

S ．K ．

K ．T ．

A ．T ．

E ．K ．

T ．　 E ．

2825332431233124211 ＊

亙

皿

亙 ＊

rf

vIVWI

25　 1　 瓢 ＊

「・ ・9圃 。搬 y

Y ．S ．

K ．K ．

H ．Y ．

H 。H ．

H ．K ．

｝i鬘1量｝1
2．　302
．6 

2．522

，812

．241

．683
．36

14．2813

．4518

．8517

．2215
．7231

．6819

．44

28
一
28262722

　 　 　 2．81　 　 　 　 　 　 　 20．38
エK ＊

　1　3．68　　　　27，7T
XxxX 3．12　　　　17，67

2．645
．283

．60

16．8016

．8020
．64

　第 8節　産科領 域 の 各種状態下 に お け る 尿 中 A
，
NA

の 分泌

　　（D 妊娠各期 に お け る尿中 A
，
NA 値

　
一

般 に 妊 娠時 は 嘔心枢吐などの い わ ゆ る悪阻症 状や 浮

腫或は血 圧 の 上 昇な どを発生する こ とが 多 く母体 に 変 調

を来たす こ とが ありが ちで あ る．こ の 様な 妊娠性変化に

は 自律神経 票 の 不 穏状態叉 は 変調 が 関与 す る こ とが 推知
され る．自律神経系は 中枢性 に 支配 さ れ る の み な らず ，
体 内局所では 化学的ec・IHの 変 動 や 電解質濃度が か な りの

影響 力を もち，交 感神経系と酊交感神経系の 両 者 が 高 ま

っ て い る場 合 ， 共に低調の 場合， 或 は各臓器 叉 は部位
に よつ て 両 者 の 調子 の 程度 が 夫々 異 っ た 態度を示 して い

る場合 な どい ろ い ろ あ る と考 え られ て単調劃
一

的 な もの

と は い え な い ．しか し早期妊娠 中毒症 の 諸 症 状 は 迷走神

経 の 過度興奮性 を ， 叉晩期妊娠 中 毒症症状 1に つ い て は交

感神経 系 亢進 を思わせ られ る 場 合 が 多 い こ とは 従来諸家

　 第 5 図 　正 常 分 娩 前 後 に お け る尿 中 A ，NA 値

　　 の 変 動 （陣痛 発 来 前 を 100と し た 塲 合）

　　　　　　　　　一　 　 　 　 　 　 圀口
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teo
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2例で は 正 常 な 屯 の と著変は 認 め 難 く，晩期妊娠 中 毒症

の 2例 では A ，NA 共 に 明 ら か な 増 加 傾向を ち か が わ せ

た ．

　 （2） 正 常 分娩 前 後 の 尿中 A ，NA の 推移

　分 娩 は 生 理的現象で は あ る が大きな ス ｝ レ ス で あ る こ

とは 否 め な い ．即 ち精神的負担，疼 痛 ， 子 宮の 収縮 腹

圧 ， 努責，更に 出血 な どすべ て 生 体 に 対 す る ス トレ ス と

み な し得 る．私 は ぼ 愛正 常分 娩 と認 め 得 る種 々 の 型の 分

娩 に つ い て ，陣痛発来前 よ り逐 次経過を追 つ て産褥期 に

至 る 婁で 尿 中 A
，
NA を測 定 し単位時 間当 りの A ，NA

分泌量 の 変動 を追究 し， 第 6表第 5 図に 示 す 様 な 結果 を

得 た 。即 ちA は 分娩 全 経過中緩 か な ピーク 差示すの に 対

しNA は や 」 遅 れ て 児 分娩後 3 時 間 に ピ
ー

ク を 示す こ と

を知 つ た．こ の さい ，A に つ い て は そ の ピ
ー

ク の 部位は

個 ftの 場合でか な り別 女 に 分散 して お り，　 A ，NA の 上

昇度 は 分 娩時 の 母 児の 状態 や 陣痛 の 強弱 ， 或 は 出 血．吊と

は 必 ず しも 関連 吽 が あ る よ うに は 思わ れ ず，今 の と こ ろ

例数 も多 くな い の で 断定 は しか ね る が，む しろ陣痛発来

の 調 子 と何 ら かの 関連 が あ る よ うに 思 わ れ，微弱陣痛 や

調 子 よ く陣痛が発来 して 分娩 の 進行 しな い 場合 A 値 が畿

分高い よ うに 思 わ れ，しか も 比 較的早期 に そ の ピ
ー

ク が

現 之）れ る よ うな「三卩象 を うeナた：・

　　　　　　第 4 章 考案並 びに結論

　尿 中 の A とNA との 測定 に 際 して は こ れ ら以外 の CA

代謝産物 が常に 問題 とさ れ る と こ ろで あ るが ，こ の こ と

に つ い て は 著者 の 前報で毛吟 味 した の で省略す る こ とと

す る．

　私 は 前 回，臨床 実験 で ア ン ドロ ゲ ン 或 は エ ス トロ ゲ ン

が A ，NA の 尿中排 泄値の 面 か ら み て 臼律 神 経 系 と密 接

な 関係   ∫す る i’とを知 つ た が ，

“〉’回 更に，黄体 ホ ル モ

ン 投与 の 影響 を 観察 し 上述 の 結果 を得た ．Progesterone

〔よ Estradiol　 benzoate　と構 造 上 類 似 した点 が 多 レ・に も

か S わ らず ，生 体 に 対 して は子宮内膜 に 分 泌 期 豫 を 塁せ

しめ ，基礎体温 の 上 昇 を招 き，実験的 に は組織呼吸の 面

で も Estrogen と対称 的で菱丿 る
s6 ）．前述 の 如 く Proge −

sterone 　10mg或 は 20mgを 1 口 1 回 3 日 連続投 与 した 場合

尿 中 A ，NA に は 著変 は 見 られ な か つ た が ，経 口変動差

が 比較 的 少 い 様 に 思 わ れ た こ と1・よ同 時 に 自律神経 の 中枢

が幾分抑制 され て い た と φ，解 す る こ とが で き よ う．

　男性 ホ ル モ ン が 蛋r削 化作用 を示す 事 は 赤 須
371

・−e の 他

に よ り跚 鋤

臨床的 に も証巳日され て い る とこ ろで あ る が ，

多量に 使用 した 場合 ， 特 に 未 熟 児 な どに お い て t の 男化

作用の 発現 に 対 す る懸念 も簡．単に 否定す る こ とは で きな

い ．今 口．性作 用が 少 く蛋白同化作用 の 強 い もの と して
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臨 床的 に 期待 さ れ て い る Durabolin ，4−Chlorotestoste−

rone 　 acetate あ る い は Alldrostanoloneな どの い わ ゆ る

蛋 自同化 ス テ ロ イ ドが 全然性作用 を有 しな い とは い い 切

れ な い こ とが教 室 の 鴛 海 ら
40 ）の 研 究 で知 られ て い る が ，

蛋 白同化 ス テ ロ イ ドの 投与 が尿 中 A ，NA に対 し殆 ん ど

影響 を与 え なか つ た こ とは エ ス ｝ ロ ゲ ン や ア ン ド ロ ゲ ン

の よ うな 尿 中 A ，NA 分 泌 に 対 す る 大 き な 影響 刀 を 有 し

な い こ と を示 すもの で あ ろ う．

　 次に ，Adrenaline は ほ とん ど副腎髄質 か ら分泌 さ れ

る と思 わ れ て い た が ，体内 の 他 の 種 々 の 部位 も夫々 生合

成 に あず か つ て い る だろ うとい う考えが 高 ま つ て きた た

め ，ク ロ
ーム 親和性 細 胞 の み な らず 体 囚 CA 代謝に 関与

す る諸 酵 素 の 分布 な ど も再検討 さ れ る必 要 性 を 生 じて き

た 感が あ る．今 日 こ の 上 うな 分布状態や代謝 の 問題 は か

な り明 らか に され て きた が，A とNA が 同時 に 分泌 さ れ

る も の か全 々 別個 の 態 度 で 分 泌 さ れ る も の か ，ま た 中枢

の どこ か に A や NA の 分泌 を 調節 す る部位 が あ るの か ど

うか な どに つ い て 亀 充分 な解明 は え られ て い な い ．しか

し Brtiche （1952） らは 猫の 視床下部 に 電気 的刺激 を与

え副 腎髄 質の A 量 が 数倍 に 増量 す る こ と を認 め ，
Folko−

w ＆ Euler （1954） ら も こ れ を承認 して い る
41 ，

とい う

事 は 少 くと も間 脳 の どこ か に A ，NA の 分 泌 を文配す る

部 位の 存在 を思わ し め る．

　
一

方 ， 性 ホ ル モ ン 分泌 の 中枢性 機 序 に つ い て も次第 に

明らか に さ れ
4
孔 そ の 最も高位 の 中枢は間脳 とされ て い

る が ，お そ ら くは 極 め て 近接 し た 部位 に 分泌調節 の 中枢

が存在す る と思われ る性 ホ ル モ ン とCA との 相関性 に っ

い て の 報告は極め て 少 い ．こ の 点臨床的には前述 の よ う

な 結果 を得 た の で あ る が，こ れ ら両 者 が 中枢 を介 し て相

五 に 関与 して い る こ とも考えられ る し ， 直接組織 内代謝

に 影響 し合 うこ と も考 えられ る が そ の 裏ずけは今後 の 基

礎的研究 に ま つ とこ ろ が 大 き い ．倉智
43 ｝

は 交尾に よつ て

の み排卵を 起す と され て い る家兎の成熟メ ス に
一
定 の 電

気的刺激を視床下部交感帯に 属す る 諸核 に 与 え る と交尾

せ し め た 場合 と同様 の 効果 が 性器 に 現われ る こ とを報 じ

て い る．しか も排卵 に導 びく刺激量は前葉ホ ル モ ン 分泌
’
系の 態勢 に よ る 内的条件 ， い い か えれば発情 と密接 な 関

係 が あ り，ま た 交感帯刺激 に よ る 排卵 は 活動性黄体 に よ

り抑 制 ざれ る こ とが 知 られ てい る。叉 Tsutsulopulos ‘ 4＞

は 腸管 に 及ぼす影響 よ り，Effkematin は 瞳孔に 及 ぼ す

影 響 か ら黄 体 ホ ル モ ン が夫 肉 副交感刺激作用 の あ る こ と

を 認 め ，しか も こ れ が 自律神経 中枢 に 作用す る 結果であ

る こ と を 証明 し
4S ）

， 更に 卵胞 ホ ル モ ン に は交感神経刺激

作用 の あ る こ とをの べ ， こ れは 上 記交感帯を刺戟 し排卵

に 好都合 の 場 をつ くらせ る こ とを述 べ て い る ‘G）．倉智 ・

武 田
47 ）

も また 胃及 び子宮の 運動 に つ い て 研究 し性 ホ ル モ

ン が 自律中枢 の 場 に対 し大 きな影響 を与える こ とを 明 ら

か に し， 倉智
・
杉 田

4S）は 同様 に 発情期夊 は 卵胞 ホ ル モ ン

投 ケは交感系場の 優位，妊娠時は副交感系優位 であ る こ

とを自律中枢の 脳波 よ り証明 して い る．こ れ らの 実験の

結果 よ り黒津 らは
鋤

視床下部に は特に 性中枢 とい つ た も

の は な く，そ れは 交感帯 とい う語 て お き か えれぱ よい と

して い る．片倉
5°｝

も子 宮発育不 全や 卵巣機能 不 全患者に

Vagotonie を多 く認め，こ れに 高単位 の 卵胞 ホ ル モ ン を

注射 して 効果 の あ つ た患者の 多 くが Sympathikotonie

に 移行 し同 時 に 血 液 像 に 好 中 球の 増 加 と核 の 左 方 移動 を

見 た と報 じて い る．けれ ども赤須 らは 5D 冖53 ）
ア レ ル ギー

性疾患に副 腎皮質ホ ル モ ン 剤 が 有効 な こ とや ア セ チ ル コ

リ ン に よ りア 1ノ ル ギー性 疾患 の 発現 が み られ る こ とに 着

眼 し ， 産婦 人 科領 域 に お い て 案外性 ホ ル モ ン の ア ン バ ラ

ン ス か ら自律神経緊張状態 （特に副交感神経優位）を 示

す疾患 の 多 い こ とを 指 摘 す る と共 に，こ の 性 ホ ル モ ン 不

均衡の発現機序に つ い て モ ル モ ッ トを 用い て 実験的に ア

ナ フ ィ ラ キ シー−rs作 を 誘発せ しめそ の 生 物学 的，生化学

的検索 の 結果 は ア セ チ ル コ リン 投 与 の 場 合 と甚 だ 近 似 レ

た所見 を呈す る こ とを認め ， 更に 発作 誘発前に 諸種 の 性

ホ ル モ ン 投与を行つ た結果明 らか に エ ス ト ロ ゲ ン が 発 作

誘発を捉進 し黄体 ホ ル モ ン 或 は男性 ホ ル モ ン の 投与 は こ

れ を阻止 あ る い は 軽減 せ し め る こ とを認 め て い る．ア ナ

フ ィ ラ キ シ ー
発 作 とア セ チ ル コ リ ン との 関連性に つ い て

は す でに 中村 （1956） も述 べ て い る と こ ろ で あ るが ，赤

須 らは更 に 摘出腸管で SchultzLDaleの 実験を Magnus

法 に よつ て行 い 潅流液に諸種 ホ ル モ ン を添加 した場合 に

つ い て 検討 し た 結果，エ ス ト ロ ゲ ン が 副
’
交 感 神経優 位 を

招来 し，黄体 ホ ル モ ン 或 は男 性 ホ ル モ ン が 交感神経優位

を招来す る こ とを認め，我 が 領域 に お け る ア レ ル ギ ー性

疾思 が エ ス ト ロ グ ン が ア ン ドロ ゲ ン あ る い は黄 体 ホ ル モ

ン との バ ラ ン ス の 上 で 優位 に あ る こ とか ら発 生 す る も の

とな し， 松 田 5”）
　Sd月経周期 の 卵胞期 に 副交感神経優位 に

あ り ， 黄体期 に 交感神経優位 の あ る こ とを認 め て い る．

こ れ らは一
見相反す る 結果 の 如 くみ られ る が ， 生体で ぽ

常 に 中枢 と末 梢 が動的バ ラ ン ス を保 っ て い る事 や ，中 枢

を介入 さ せ て時間的 ズ レ な どを 考慮すれ ば 必 ず し も矛盾

しえ な い もの と考 え られ る．ま た 九 qes，1 らは い わ ゆ る 自

律神経性諸疾患 に 対 す る諸 種 ホ ル モ ン の 対中枢作用に っ

い て の 種 ・々の 方角 よ り検索 し，こ れ らの 疾患 に 対 す る ホ
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ル モ ン の 作 用機転 は 自律神経 中枢の 変調に もとず くもの

と 解 して い る．

　 Oxytocin の 生 理 作 用 に は 平滑筋特 に 了宮筋 収 縮作 用

や 射乳作用 の 他精子移送に も関与して い る こ とが知 られ

て お り，し か も Oxytocin は 末消性刺激の 神経 性 ヒ達 に

1 り分泌 ざ れ ，こ れ が 体 液性 に 宋梢 に 達 し て 作 用す る も

の と考 えられ る．私 の 実験結果 か ら考 えれ ば こ の さ い お

そ ら く副 交 感 神 経 が 介 在 して い る 毛の と思 わ ざ る を得な

’
い ．去勢婦 人 に お い て Synt   inon 投 与 が尿 中A 分泌 1に

ノ受ぼ す 影響 が 正 熟婦 人 の 場合に 比 して比 較的軽度であ っ

た こ とは ，こ れ ら両者 の 問に 性 ホ ル モ ン が 伺 ら か の か た

彡 で介在 し て い るた め と解 さ ねば な らな い ．

　 さて ，婦 入科手術 と産科丁術 に お け る尿中 A ，NA の

今 泌 に つ い て は 上 記 の 如 き相遼 を 見 い 出 した の で あ る

が ，こ れ は 主 とし て妊婦 と非妊婦 に お け る 内 分泌 環 境の

帽 違に 基 ず くもの と解 さ ざ る を得 な い ．即 ち，妊娠中1よ

湛 strogen や Progesterone の 他副霄皮質 ホ ル モ ン な どが

萍 内 に充 満して い る た め と考 え られ る ，しか も こ れ らの

ホ ル モ ン が 胎盤 よ り多量 に 分泌 さ れ て い る こ とが 非妊 婦

の 場 合 との 大 きな 相違点で あ る．赤須
56 ｝

らは産科 と婦人

恥 手術 を 尿 中 Chemocorticoids値に つ 除・て 手 術前と手 術

後 に っ い て 比 較 し妊婦に お い て は 明 らか に そ の 増量 が低

調 で あ る こ とを 認 め，　 こ れ は 妊娠時す で に 充 分 の Cor−

ticosteroids を体内 に 保有 し て い るか ら と して い る．夊

血糖値 の 面 か らも同様の 事 を比較研 究 しそ の 変動 は婦 人

科 開腹術 で は 術後 3蒔問 か ら 「fu糖は 上 昇 し 6 〜12）1寺間で

最 高，
24時間頃 で 復元す る の に 反 し，産科手術で は 血 糖変

動 は殆 ん ど見られ な か っ た と云 い ，更に 血清中 AsA や

£ holesterol， 更に N 一  lance な どか らも同様に 産 科 手

．術 で は 変 動が 少 い と述べ て い る ．こ れ らの 事実や A ，NA

の 分 泌 が産科手術時に 低調であ る事は妊娠に よ る一
連の

傾 向 とみな さ れ る．

　 妊娠 に よ っ て 起 る 母体 の 変化 は極 め て 多種多様で あ る

が そ の 主 要原因は 胎盤 よ り分 泌 ざれ る種／k　C，）　dtル モ ン に

負うとこ ろが 大 で あ る、一一・
般に 尿 中排泄 Pregnanedio1，

Mstrone ，
『
Pregneno1   e は妊 娠 月数 が 進 む と 共に 増量

し ，
17−KS も末 期 に 向 つ て 徐々 に で は あ る が 増 加 を 示 す

一
方 Gonadotrophin は 妊娠 2 カ 月 末 に極値に 達 しそ の

後 比較的速 か に 下 降す る こ とが知 られ て い る．妊娠 中に

．お け る 自律 神 経 機能の 変動 に つ い て も 中 野
57 ）らに よ り報

費 され て お り，私の 実験 に お い て 尿 中 分泌 A ，NA 値 か

らみ て 妊娠月 数 の 進 む に つ れ Vagotonie よ り漸次 Sy ．

mTpathikQtonie の 傾向を示す．こ とが 推察 さ れ た が ， こ の

事実も前述 の よ うに 妊 娠 に よる 性 ホ ル モ ン の 変動 が視床

下部 に も 作 用 して 臼律 神経 系 の 変調を来 た す こ とも
一

因

であ ろ う と思 われ る．

　早期妊娠中毒症で は肝臓を中心 とした 代謝面，特 に 含

水炭素 の 代謝障害 に よ る糖質 の 欠乏 とア セ ト ン 体 の増

加 ，更 に 脂質代謝 不 全に よ るケ ト ン 体 の 増 加，こ れ らの

結果起 るア チ ドージ ス な どが重視 され ，晩期妊娠 1i
．
1毒症

で は 中毒症胎盤 の 機能障害 に 起因す る Mineralcorticoi−

ds と G 】uc   orticoids の ア ン バ ヲ ン ス な どが 問題 視 さ れ

て い る が 5S ）
（赤須

・小 西），こ の よ うな こ とが，妊娠後期

特 に 晩期妊娠中毒症に お い て 尿中 A ，NA 値 が高い こ と

に 何 らか の 影響 を及 ぼ して い るの か 否 か に つ い て は 今後

の 倹討 に ま ちた い ．

　分娩 は 生理的現象 とは い え 大 き な ス トレ ス と見な され

る こ と は 前に も述べ た とこ ろであ る が，分娩時にお ける

生体内の 変動を 内分泌 や 血 液 の 面 よ り追 究 し た 報 告 も み

られ る が必 ず しも多 い とは い え な い ．赤須，小 西，松下

59 ），谷 山
G°〕

ら は尿中排泄 17−KS か ら，赤須 は 尿中排泄

Chemocorticoids（綜 17−OHCS 及 び 游離 Cheme ．） か

ら ， 小 野 呪 ま流血 中貯酸球数 ， 白血 球綜数並 び に好中球

数及び リ ン パ 球実数な どか ら，松 下 謝 ，谷 III6D唾 好酸球

か ら分娩現象 を と りあ げ て い る．彼 ら の 研 究に よ る と

17・KS は 分 娩当 日に ， 尿中 Chemo ．値 は 産褥第 1H

に，血 液像 で は胎盤 娩 出後 3時間 に 夫 々 ピ
ー

ク を示 し．

い ずれも開腹術 の よ うに激変 を示 さな い の が特徴ごあ ろ

と報 じて い る．私 の 実験 で は尿 中A は 分娩第 ］【期に ，N

A は 第 皿期 に 夫 y 〈 ピー
ク を み る 屯 の が 最も多 く，そ の ヒ

昇率は い ずれも開腹手術例 に 比 して 明 ら か に 低 くか つ

た．分娩経過中の 尿中 A ，NA 分泌 の 推移か ら み る と陣

痛発来 の 不 調 な 場 合 に A の 分 泌程度が 多少 著 しい よ うに

思 わ れ た こ とは A 分泌がお そ らく反対 に Oxytocin 分泌

に 対 し抑制的 に 働い て い た と角罕して も よい の で は な か ろ

うか ．も しモ うで あ る とす れ ば陣痛微弱や遷延 分 娩な ど

で は 可成 り精神的因 子 が 作用 しそ の 感情的 ス ト レ ス が A

分泌 を誘 い ，こ れ．が Oxytocin 分泌却制に働 くこ と も考

え られ る．授乳期婦人 に 計画的に 感 「青的 ス 1・レ ス を加 え

る 事 に よ り授乳現象 を 抑制 し得 る こ と （Newton ＆ Ne −

w
’to5z））や ，

　 Adrenaline 注射で同様 の 効果 を き た さ し

め 得 る こ と （Ely ＆ Pctersene3））な ど とそ の 意味す る

と こ ろ は 類 似 の も の が あ る と云 え る。M ．　Telkei4〕
は N

A 投与 が 陣痛発来 に 好都合 の 場 を 与 え る こ と を報 じて い

る が ， 私の 実験で は Syntocinon 投ケで尿 qlXA に 著変

な く，玉「A の 分娩機転 に お ける役割は把握 し得 な か つ た

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 36年 8 月 1 日 村 　上 1023 − 23

，

の で こ れ らの 問 題 を 今後 の 課題 と して ゆ きた い と思つ て

い る．

　以 上 の 実験 よ り次 の 如 き結論 が 得 られ た． （1）黄体 ホ

ル モ ン の 投与 は尿 中 A
，
NA の 分 泌 に 対 し軽度 の 抑制傾

向を 示 す が ， 蛋白同化 ス テ ロ イ ド は こ の よ うな 影響力 を

示 ざ な い ．　（2）合成 Qxyt   inの 投与に よ り尿中A 分泌

は 低減す る傾向が 認 め られ た ．　（3）産科手術に お い て は

婦人科手術 に お ける と同様手術後 尿 中 A ，NA は増加 す

る が そ の ピーク は共 に 婦人科手術 に 比 し早期 に み られ ，

しか も上 昇率 は軽度でモ の 消退も比較的速 か で あ る．

（4）妊娠尿中 A ，NA 分泌 は妊娠月数が進む に つ れ 次第

に 上 昇す る傾 向 が あ り，明 ら か に 晩期妊娠中毒症に お い

て は特 に 著 しい ． （5）分娩経過中の 尿中 A ，NA の 推移

を み る と尿中A は 分娩第 皿期 に ， NA は 児分焼後 3 時間

中に そ れ ぞ れ ピ ーク を示すもの が 多 く，陣痛発来不調の

もの に A 分泌亢進の 傾向が ある よ うに思 われ た．

　稿 を終 る に 臨 み 終始御懇篤 な 御 指 導 と 御校 閲 を 賜つ た

恩 師 赤須 教 授 に 心 か ら感謝致 し ます ．
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